
Q1 自分の性格をひと言で
言い表すと？

細かいことは気にしない、鈍感
なタイプ。

Q2 弱点を１つ教えてください。

細かいことがルーズになりが
ち。

Q3 最近うれしかったことは？

長女が医学部に合格したこと。

Q4 今はまっているものはあり
ますか？

スポーツジムで水泳をするこ
と。

Q5 タイムマシンがあったら
行きたいのは過去？　未来？　

未来。20年後の経営を先読み
してみたい。

Q6 人生で最も影響を受けた人は？

大学院で共に研究に携わった１
つ上の先輩

Q7 日課はありますか？

就寝前に少しだけスコッチウ
イスキーをたしなむ。

Q8 人生最後に食べたいものは？

カレーライス

Q9 今一番会いたい人は誰ですか？

高校の同級生

Q10 病院トップとしてふさわしい素養
は？

患者さんと職員の幸せを第一
に考え、利益を追求しすぎな
い。

10問10答Q&A ―
―
高
度
急
性
期
か
ら
在
宅
に
至
る
幅

広
い
領
域
に
携
わ
り
、
長
年
に
わ
た
っ

て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

吉
田
　
１
９
５
１
年
に
祖
父
が
当
院
の

前
身
で
あ
る「
潮
江
病
院
」を
開
院
し

ま
し
た
。
当
初
は
34
床
の
小
さ
な
病
院

で
し
た
が
、
70
余
年
の
長
い
歳
月
の
な

か
で
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
見
据
え

な
が
ら
規
模
や
機
能
を
見
直
し
、
変
化

を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

か
つ
て
の
尼
崎
市
は
下
町
の
イ
メ
ー

ジ
の
強
い
エ
リ
ア
で
し
た
が
、
平
成
に

入
っ
た
頃
か
ら
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
周
辺
の
再

開
発
が
進
み
、
街
並
み
や
人
の
流
れ
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
当
院
は
、
こ

の
再
開
発
を
機
に
病
院
を
建
て
替
え
て

院
内
に
介
護
老
人
保
健
施
設
を
併
設
す

る
な
ど
、
介
護
事
業
に
も
力
を
注
ぐ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
多
く
の
地
域
で
は
人
口
の
減

少
・
流
出
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

尼
崎
市
の
人
口
は
微
増
傾
向
に
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
前
と
い
う
当
院
の
立
地
は

集
患
に
お
い
て
も
有
効
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

当
院
は
現
在
、
許
可
病
床
３
０
９

床
・
24
診
療
科
を
有
す
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス

病
院
と
し
て
、
高
度
急
性
期
・
急
性
期

か
ら
回
復
期
、
慢
性
期
に
至
る
幅
広
い

医
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退

院
後
の
患
者
さ
ん
の
支
援
を
担
う
介
護

部
門
で
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
や
通

所
介
護
、
訪
問
看
護
・
介
護
事
業
所
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
、
13
の
介

護
施
設
・
事
業
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

法
人
内
の
各
部
門
が
連
携
し
な
が
ら

医
療
・
介
護
の
シ
ー
ム
レ
ス
・
ケ
ア
を

実
践
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

一
翼
を
担
っ
て
い
く
こ
と
も
地
域
に
お

け
る
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
お
い

て
、
医
療
提
供
体
制
の
充
足
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

吉
田
　
祖
父
、
父
か
ら
の
バ
ト
ン
を
引

き
継
ぎ
、
２
０
１
７
年
に
理
事
長
に
就

任
し
ま
し
た
が
、
当
院
の
経
営
に
は
09

年
に
副
院
長
に
就
任
し
て
以
来
か
か
わ

り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
地
域

の
高
齢
化
の
進
展
を
鑑
み
、
ケ
ア
ミ
ッ

ク
ス
病
院
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
さ
せ
る

構
想
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

当
院
は
一
般
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
、
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
包
括
ケ
ア
、

医
療
療
養
の
５
病
棟
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院

病院トップの

経営者魂
Cool Head,but Warm Heart

の
多
く
は
、
回
復
期
や
慢
性
期
と
い
っ

た
後
方
支
援
の
領
域
に
重
き
が
置
か
れ

て
い
ま
す
が
、
当
院
の
場
合
、
許
可
病

床
３
０
９
床
に
対
し
て
一
般
病
床
が
１

８
３
床
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
が
６
床
で
す
。
つ
ま

り
急
性
期
医
療
が
全
体
の
お
よ
そ
３
分

の
２
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、

救
急
医
療
に
も
力
を
注
ぎ
、
救
急
搬
送

の
受
け
入
れ
も
年
間
約
２
５
０
０
件
に

の
ぼ
り
ま
す
。
緊
急
性
の
高
い
脳
神
経

外
科
疾
患
、
循
環
器
疾
患
の
患
者
さ
ん

の
外
科
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に
も

対
応
で
き
る
専
門
医
が
揃
っ
て
い
る
こ

と
も
当
院
の
強
み
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

の
開
設
や
、
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
各
２
台

体
制
で
稼
働
さ
せ
る
な
ど
、
大
学
病
院

レ
ベ
ル
の
医
療
設
備
を
完
備
し
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
双
方
に
お
い
て
高
度
急

性
期
医
療
の
提
供
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
う
し
た〝
急
性
期
寄
り
〟の

ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
が
、
時
代
が
求
め

る
医
療
の
カ
タ
チ
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

―
―
早
期
か
ら「
働
き
方
改
革
」に
着
手

し
、
職
員
の
定
着
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
田
　
安
定
経
営
を
継
続
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
や
は
り
人
財
の
確
保
・
育

成
が
キ
モ
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
当
法
人
に
は
医
療
・
介
護
部

門
合
わ
せ
て
、
常
勤
約
１
０
０
０
人
、

非
常
勤
約
３
０
０
人
の
職
員
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
当
法
人
で
は
、
08
年
頃
か

ら
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る

な
ど
、
職
員
の
離
職
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
に
着
手
し
ま
し
た
。

当
院
も
か
つ
て
看
護
師
の
離
職
率
の

高
さ
に
頭
を
抱
え
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
が
、
看
護
部
長
を
中
心
に
看
護
師
一

人
ひ
と
り
と
面
談
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
応
じ
た
雇
用
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し

な
が
ら
地
道
に
改
革
を
進
め
た
結
果
、

昨
年
は
看
護
師
の
平
均
残
業
時
間
を

２
・
５
時
間
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た「
働
き
や
す
さ
」に
加

え
、「
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
前
」と
い
う
通
勤
し

や
す
い
立
地
条
件
も
整
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
看
護
師
の
求
人
に
関
し
て
は
業

者
を
介
さ
な
く
て
も
優
秀
な
人
財
が
集

ま
る「
看
護
師
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ピ

タ
ル
」へ
と
変
貌
し
た
の
で
す
。

ま
た
、
看
護
師
以
外
の
職
種
も
同
様

に
働
き
方
改
革
を
進
め
、
主
任
ク
ラ
ス

以
上
の
管
理
職
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
促

す
教
育
体
制
や
、
女
性
職
員
が
産
休
・

育
休
か
ら
復
帰
し
や
す
い
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
強
化
も
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
健
康
経
営
の
観
点
か
ら
18

年
に
は「
尼
崎
中
央
病
院
健
康
保
険
組

合
」を
設
立
。
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
な
ど
を
通
じ
て
当
法
人
の
職
員
と

そ
の
家
族
の
健
康
を
一
括
で
管
理
し
、

健
康
促
進
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
職
員
が
健
康
で
職
務
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
質
の
高
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
か
ら
患
者
満
足
度
の
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。

今
後
も
10
年
先
、20
年
先
を
見
据
え
、

次
の
世
代
の
た
め
に
も
強
い
組
織
づ
く

り
に
努
め
る
所
存
で
す
。

1951年に兵庫県尼崎に開院。
309床（一般183床・HCU6床・
回復期リハビリテーション45床・
地域包括ケア27床・医療療養
48床）、24診療科を有すケアミッ
クス病院。介護部門では、介護
老人保健施設、通所介護、訪
問看護・介護事業所、居宅介
護支援事業所など、13の介護
施設・事業所を運営し、シーム
レス・ケアを実践。

●社会医療法人中央会尼崎中央病院

急性期医療から介護まで
シームレス・ケアを展開

Profile

よしだ・じゅんいち●1995年、近畿大学医学部卒業後、
大阪大学第一内科学教室入局。大阪労災病院、国立大阪
病院、赤穂中央病院などに勤務。2006年、尼崎中央病院
に循環器内科医長として入職。09年、同院副院長に就任。
17年より現職。

急
性
期
に
比
重
を
置
い
た
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
で
差
別
化
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